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1.佐賀平野の水田土壌
1… 1 .土壌の生成
有明海の海面下にあった堆積物が，自然
にあるいは干拓によって人工的に千臨する
と，土壌の生成が始まる。土壌化は，模式
的には次のように表すことができる。すな
わち，干陸直後の堆積物は青灰色を呈し，
グライ閤 (G層)から成る。極めて高
い合水比を有し，間離水中の塩濃度は海水
の塩濃度に近い。干陸後，堆積物の脱水・
乾燥が始まり，塩分の溶脱が始まる。脱水・
乾燥に伴う空気の侵入は，堆積物を駿化的
な状態に変える。可酸化性物質の酸化が進
み，土色は青灰色から灰色へと変わる。脱
水に伴う土塊の収縮によって亀裂が発生し，
構造の発達がみられる。亀裂の発生は，雨
水による塩分の溶脱を容易にする。地下水
位の低下につれてグライ層は下がり，脱
水・乾燥，酸化，溶脱が進む。
塩分の溶脱が進むと，植物の生育が可能
になる。植生の発達は土壌化を促進する。
植生の発達に伴って，枯死した植物の枝葉
や根が堆積物の表面あるいは表窟にたまる。
これらは微生物によって無機物に分解され
るが，一部は化学変化を受けて黒色ないし
黒褐色の閥植物質に変わり，表居に集積す
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る。この部位をA)曹とよぶ。 A層の下には
B層が形成される。 B層は， A層から溶脱
してきた物質の集積，柱状あるいは塊状構
造の発達によって特徴づけられる。このよ
うにして，全層G層の堆積物から出発して，
A-B-G罵の層位分化をもっ土壌が生成
する。
佐賀平野の土壌は水部として利用される
ことが多い。水田としての利用は，潅j既水
による塩分の溶脱を促進する一方で，脱
水・乾燥を抑え，土壌構造の発達を抑制す
る。加えて，水田土壌化作用が進行する。
水田土壌化は，酸化・還元反応に伴う物質
の形態変化と移動を新部分化の基本とす
る1)。水稲の生育期間水田は湛水され，大気
とのガス交換がしゃ断される。水稲の収穫
残さあるいは堆きゅう杷の形で有機物が供
給される Ap層(作土罵)では，残存してい
た酸素が消費されたのち，有機物の分解に
伴って還元的な状態が発達する。各元素は
酸化的な形から還元的な形へと変化し，例
えば鉄は Fe2+に，マンガンは Mn2+に変わ
る。鉄およびマンガン化合物の還元形は相
対的に溶解度が高く，浸透水に溶解して下
方へ移動する。召層は有機物に乏しく，湛
水後も酸化的な状態を維持する。そのため，
Ap)習で還元された鉄およびマンガンは，
8層で再び離化されて Fe3+，羽n4+(Mn3+) 
の形をとり，専ら水酸化物として斑紋をつ
くって沈積する O 水稲栽培中毎年この過程
が繰り返され， Ap層での鉄・マンガン化合
物の還元j容解， B層での酸化沈積をもっ，
水田土壌に特有な断面形態が形成される。
1-2.土壌類型
佐賀平野に分布する土壌を，我が国の耕
地土壌分類基準に基づいて，表 1に示す。
耕地土壌分類は地力保全基本調査(昭和34
年度に始まり51年度に完了，全国50000km2
の耕地をカバーする)に基づいて設定され，
土壌統を分類の基本単位とし，土壌群一土
壌統群土壌統の分類体系をもっ。表1の
土壌群と分布面積は，佐賀県の地力保全基
本調査総合成績書2)から引用した。佐賀平
坦地域と白石平坦地域について，各市町村
を地形に対応させて細分している。無論，
自然の地形区分と行政区分が完全に対応す
るものではなく，どの地形が主要をなすか
で判断した。
佐賀平野の土地利用形態は 9割近くが水
田であり，特に新期干拓地域，干拓地域，
自然干陸地域では，ほほ全部が水田である。
分布する主要な土壌群は褐色低地土，灰色
低地土，グライ土，黒泥土であり，これら
は次のように記述される九
褐色低地土:全層あるいはほぼ全層が黄
褐色を呈する土壌である。滞日iの氾濫によ
る堆積物に由来する。堆積物の性質を強く
残し，水による変成作用をほとんど受けて
いない。河川の自然堤防や麗状地などに分
布し，排水は良好である。
灰色低地土:全層あるいはほぼ全層が灰
色または灰褐告を援する土壌である。グラ
イ層は地表から 1m以内には出現しない。
海底あるいは海JlIの堆積物に由来し，干拓
地，海岸平野，谷底平野，蔚状地に広く分
布する。灰色の土色は，青灰色であった土
層が酸化作用によって灰色に変化したか，
あるいは褐色の堆積物が水の作用によって
灰色化したと考えられている。灰褐色は択
色よりも多少酸化が進んでいる。中粗粒な
いし機質の灰色{岳地土は主に河川の中流域
に分布し，細粒震の灰色低地土は海岸平野
や干拓地に分布する。
グライ土:地表から 1m以内に青灰色の
グライ層をもっ土壌であるO 地下水位が高
く，排水不良で、あるO 海底あるいは河川の
堆積物に由来し，干拓地，海岸平野，谷底
平野の平坦な湿地ないし過湿地に分布する。
グライ土のうち，グライ層が地表面下0.5m
以内から現れる土壌を強グライ土，0.5m以
下に現れる土壌をグライ土と区分する。
黒泥土:全層あるいはほぼ全躍が黒泥層
から成る土壌である。黒泥簡は，ヨシやア
シなどの植物組織が肉眼ではほとんど認め
られない程度に分解した有機費材料に，
泥・砂などの無機質材料が均質に混入して
生成したものであるo 自然堤防や砂丘の後
背湿地，山開・山麓の低湿地に分布する。
新期子拓地域，干拓地域および自然干陸
地域には，有明海の海鼠堆積物に由来する
細粒灰色低地土と細粒グライ土が広く分布
する。干陸年代の新しい地域ほど細粒グラ
イ土が多く，有明干拓では細粒グライ土の
みが分布する。一方，自然干陸地域では細
粒灰色低地土の観合が高く，海底堆積物→
細粒グライ土→細粒灰色低地土の変化が起
こっていることをうかがわせる。佐賀平坦
地域の縄文中期海岸線(約5000年前の海岸
線)以北地域には，河川堆積物に由来する
褐色低地土および中粗粒ないし陳質灰色{岳
地土がみられ，低湿地には中粗粒ないし際
質グライ土や黒泥土が分布する。
佐賀平野に分布する代表的な土壊の土壌
断面を写真一1に挙げている。
1 -3.衰騎土壌の性質
佐賀平坦地域では，背後の背振山系から
洪積合地を経て沖積低地に移る。縄文中期
海岸線以北の沖積地は河成沖積地で扇状地
や氾濫原地形をなし，背後地から流出した
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1 • 1;夜夜平野にみられること壌の土壌断函写奥
(佼絞り誌E23経試験場ニヒ機保全研究1'e:の総{;I:による。許可を{fJでmilaずる。)
~:lIJ粒強グライニ上 新}羽子妬提出減(ニF除後約10年)，綴滋s!J初i滅工1二新
炎1'約30cm(赤，Elのマークは各lOcm)はやや排水が進ん
で褐色l味合;iUびるo その下はt!i'fkt立のグライ除?であり，依
然として滋冗状慾にあることを糸しているo グライ!将の符
灰色は 2協の欽による。
nlH絞j天色{民地ニk 自然ニF陰地域，佐賀市
災絞線 (2000年前須の海路線)以I十iに分布し，佐官T5[1.:t.f!T也
城宏代去とする水i刀ニi二機である。灰絡を:の Aplf:'i(0 ]Ocm) 
の下に，際いBI¥'iがみられる。グライ}州立 1m以下に{比一ド
している。 BIi'iには欽の陸変化沈高物の斑紋がlfl幸子である。
細粒グライ二iニ 干拓1也域，f認容を町I
J:liすの灰色化が進み，グライ!授はま長凶1下70cmまで低ドし
ている。 Ap間 (0-10cm)のドにB悩(1u-7ucm)がjf;
成され， BII'iには水防土壌化作淘に{学う赤字詰色の鉄設費f七沈
絞物の淡紋がみられるo
~lH粒灰色低地土 自然予j箆地域，佐J;nfi
貝塚線以北に分布する。 Ap附 (u-12cm)からの欽・ γ
ンガンの泌脱が進み，日1¥'1において鉄酸化沈積物(赤褐色
ないし資褐色)とマンガン露変化沈積物(祭褐色)の分t'lfi.，
および欽震発化物のi務総-fl}沈積がみられる。
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写真し一一続き
細粒灰色低地土 ミ三日月i町
佐賀:iJZ塩地域の縄文中i羽海熔線付近に分布する。 30cm以
下の!併に占禁泥を混じる。
堆積物を母材とする。背後の背披山系は花
縄岩の山地であり，このため土壌は一般に
は粗粒質で，砂壊土ないし壌土の土性をも
ち，下層に磯躍を有することが多い。自然
干睦地域のうち貝塚線(佐賀平坦地域にみ
られる2000年前頃の海岸線)以北の地域は
河海成沖積地であり，土性は埴壌土ないし
埴土で，貝塚線以南の地域に比してやや粗
い。自石平坦地域では，第三紀層の山地か
ら直接に自然千陸地域に移る。
自然干陸地域および干拓地域は，細粒質
の有明海浅瀧底堆積物に由来する海成沖積
平野である。有明海には湾内を東から西へ
回流する潮流があって粒子の分級が起こり，
湾奥部の白石平野沖に最も細粒の堆積物が
沈積する。このため土壌は東部から西部に
向かつて細粒費になり，東部の佐賀平坦地
域のJlI副時，東与賀町では粘土 (<2μm)
含量が300"-"400g/kgで，土性がシノレト質ー
埴土ないし軽埴土であるのに対して，西部
の白石平現地域の福富町，自芯町，手言明干
拓においては粘土含量は500"-"600g/kgで，
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程表質灰色低地土 大和町
佐賀'rqg士t!l域の終文中期海岸幹線以北地域に分布する。 f可成
沖積地で透水性は大きい。斑紋の形成は弱い。 35-45cmの
深さの黒色の隠は泉ぼくを滋じている。
土性は震埴土である九
白石平坦地域の水田土壌の液性限界は
120"-"70%，塑性限界は50"-"40%の範囲にあ
り，千陸後の年数が進むにつれて低下す
る九塑性指数は干拓直後の土壌で60以上，
干拓後3"-"20年のグライ土で50から40へと
低下し，干陸後40"-"600年の灰色低地土では
30"-"40とほぼ一定の傭を示す。また土壌の
乾燥密度は，酸化的層位で0.9"-"1. 2g/cm九
還元的層位で0.6"-"0.7g/cm3であった針。
干拓地域および自然干陸地域の土壌の粘
土鉱物組成は，佐駕平坦地域，白石平坦地
域によらず，スメクタイトを主とし，雲母
粘土鉱物，パーミキュライト，緑泥石，カ
オリン鉱物を伴う O スメクタイトは鉄に
むパイデライト型の鉱物であり，海底での
火山砕屑物の化学変質によって生成したの
ではないかと推測される。スメクタイト以
外の粘土鉱物は砕屑性起源で，河川によっ
て運び込まれたものであり，背後地の地質
を反映する。土壌の陽イオン交換容量は，
スメクタイトを主要粘土鉱物として含むた
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めに高く，粘土合建に対応して，東部の]11
副町，東与賀町でト25-----35cmol(十)/kg，西部
の福富町，白石町，有明干搭では30---40
cmol(十)/kgと報告されている4)。
干拓地域および自然干陸地域の土壌の化
学的性質は，地域間の差よりも干陸後の経
過年数の差異により強く支配される。土壌
の皮応は，佐賀平坦地域，白石平現地域と
も，干睦当初は中性ないし微アルカリ性を
示し，水田としての耕作回数が進むにつれ
て微酸性ないし弱酸性になる九黄鉄鉱(パ
イライト)が含まれていれば，千鶴後の酸
化反応によって硫酸が生成し，いわゆる酸
性硫酸塩土壌が発現する。土壌は強酸性を
示し，極端な場合には pHが3.0以下にまで
下がることがある九
土壌の塩分合撃は干龍後減少する。有明
干拓の例では，干陵当初の10-----20g/kgか
ら水由化後約10年で，作土層の塩分合量が
19/kg以下に減少した九交換性陽イオン
組成については，千陸直後の土壌ではマグ
ネシウムが最も多い。交換性マグネシウム
は耕作年数とともに減少し，代わって交換
性カルシウムが最も多くなる。土壊の有機
物含量の変化は作土層への有機物供給に
よって影響され，古費5)によれば， Ap層で
は耕作年数とともに漸増し， B層では漸減
した 0
2.土壌の化学的性質
2… 1 .化学的性質
表 2に，有明海浅梅底堆積物と佐賀平
野土壌の主な化学的性質の測定結果を例示
する。佐賀平野の土壊は多くが水田として
利用されており，土壌の化学的性質には，
母材の特徴とともに水田耕作の影響が現れ
る。表2の測定例に基づいて，佐駕平野に
分布する土壌とその母材である有明海浅樺
底堆積物の化学的性質を記述する。
i )有明海浅海底堆積物
場積物の pHは7.45であった。このfi直註
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海底堆積物にみられる pH範囲にあり，共
存する炭酸カルシウムに支配されていると
考えられる。酢酸アンモニウムによって抽
出される陽イオンは交換態と水溶態の両方
を合む。塩素イオンは水溶態で，開瞭水中
の塩化物起源である。陽イオンのうちカル
シウム，マグネシウム，カリウムは専ら交
換態であり(総称して交換性塩基とよぶ)， 
粘土表面に吸着されている。交換性塩基の
なかではマグネシウムの割合が最も高い。
このことは，海水中のマグネシウムイオン
(5.2cmol/kg)の濃度がカルシウムイオン
(1.0cmol/l王g)およびカリウムイオン(1.0
cmol/kg)の濃度よりも高いことに組閣す
るO ナトリウムイオンは，その議が塩素イ
オンの量に近く，大部分が塩化ナトリウム
由来で，水搭態であると予想される。ナト
リウムと塩素イオンの儲から関隙水中の堪
化ナトリウムの濃度を計算すると，ほぽ
13.5g/kg計算され，海水中の濃度の約半
分であった。陽イオン交換容量は39.4cmol
(十)/kgと高く，高い粘土含量とスメクタ
イトを主とする粘土鉱物組成に基づく。有
機物合量は45g/1唱と測定された。同じ堆
積物の 2m以下の深さでは有機物合量は25
g/kg以下であり 8)，45g/kgの値は，陸上か
らの流れ込みによる有機物の供給と瀧底で
はその分解があまり進まないことを示唆す
る。
堆積物の粒佳組成は，採取地が有明海湾
奥部の白石平塩地域であることを反映して，
粘土，シノレト，砂合議がそれぞれ542，353， 
45g/kgであり，極めて細粒質で，土性は霊
埴土であった。液性限界は127%，塑性限界
は49%と測定されている九合水比は1700
g/kgであり，液性限界以上にあった。
i )細粒強グライ土(新期干拓地域)
表層の脱水・乾燥，酸化，溶脱が進み，
干陸後約10年でグライ層は30cmの深さに
まで低下している。細粒強グライ土の pH
は表層0-----30cmで7.0，30-----40cmのグライ
層で7.2であり，わずかであるが低下の傾向
にあった。交換性境基組成にも変化がみら
れた。交換性カルシウム，マグネシウムお
よびカリウムの合計量は，細粒強グライ土
と浅海底堆積物の開でほぼ間じであったが，
細粒強グライ土では交換性マグネシウムの
霊が相対的に低下して，逆にカルシウムの
鐘が増大した。水溶性ナトリウム含震の減
少も認められた。干陸後の降雨による溶脱
条件下， pHと塩化ナトリウム濃度が低下
し，交換性塩基組成が変化して，特にグラ
イ層より上位の摺で顕著であると予想され
るO
細粒強グライ土の陽イオン交換容量は40
cmol(十)/kgであり，深さによる違いはみ
られず，また浅海底堆積物の値と間じ大き
さにあった。土壌の陽イオン交換容量は，
基本的には粘土合撃と粘土鉱物組成に支配
される。したがってこのことは，細粒強グ
ライ土と浅海底堆積物がともに白石平坦地
域にあって，両者で粘土含量と粘土鉱物組
成にほとんど楚がないことに対応し，さら
に細粒強グライ土で粘土の表層から下層へ
の移動や粘土鉱物組成の変化がまだ起こっ
ていないことをうかがわせる。浅海底堆積
物中の有機物は干陸後の酸化的環境では比
較的に速やかに分解することが予想される
が，有機物含量の減少はまだ認められな
かった。
ii )細粒灰色低地土(自然干陸地域，貝塚
線以南)
佐賀平坦地域の子鮪地域および自然千陸
地域(貝塚線以南)の代表的な水田土壌で
ある o pHは表層0'"'-'12cmのAp層(作土
層)で5.71，20'"'-'65cmの深さのB2層で
6.55であった。 Ap層の p狂は，水稲栽培に
伴う長年の瀧水一落水の繰り返しで，落水
期には 5台にまで低下する。湛水後は
6.5'"'-'7.0前後に上昇する。 Ap層の交換性
塩基はカルシウムが最も多く，次いでマグ
ネシウムであり，このふたつで大部分を占
め，カリウムとナトリウムはわずかであるO
B2層では交換性マグネシウムの割合が相
対的に高く，まだ母材の影響が多少とも
残っている。酢酸アンモニウムで抽出され
る塩素イオンの議は両層位とも低く，水溶
性塩化物はあってもわずかである。
縮粒灰色低地土の陽イオン交換容量は
Ap層で26.6cmol(+) /kg， B 2層で30.7
cmol(十)/kgであった。 Ap層の欝イオン
交換容量が下躍に比べて低いのは，特に佐
賀平坦地域では一般に認められる傾向であ
り，ひとつは長年の水田耕作に伴って粘土
が表!脅から下層へと移動し， Ap層の粘土
含量が低くなることによると考えられてい
るO もうひとつは，湛水と落水の繰り迭し
の結果， Ap層でのスメクタイトの緑柁石
化が進行し，スメクタイト自身の揚イオン
交換容量が低下することが考えられる。 B
2摺の陽イオン交換容量が浅梅底堆積物の
催に比べて低いのは，粘土合盤の違いに結
びつけられる。
有機物含量は ApJ習で18g/kg，B 2層で
16g/kgであった。細粒夜色低地土水田の
有機物含量として，これまで第 1腐 (Ap
で30'"'-'40g/kg，第 2および第 3層で
10'"'-'20g/kgの大きさの備が報告されてき
ており 4)，Ap 麗で、は30'"'-'40g/kgが有機物
含撃の一般的な備であると考えられる。Ap
躍の有機物含量は，水田耕作に伴う有機物
の供給(水稲の収穫残さ・堆きゅう肥)と
分解の長年にわたる結果であり，古賀川ま，
Ap層の有機物含量は耕作年数とともに漸
増し， B層では漸減することを認めている。
同じく古賀川こよって，供給と分解が王子衡
に達したあとの有機物含量として， 41'"'-'45 
g/kgの舗が自石平坦地域の細粒灰色低地
土水田の Ap層に対して推定されている。
細粒灰色低地土の粘土含量は，採取地が
佐賀平坦地域であることを反映して， B 2 
層でも405g/kgであり，白石平坦地域で採
取した浅海底堆積物よりも低かった。 Ap
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閣の粘土含量がB2層の粘土含量よりも低
いのは，水田の代かき等の作業によって粘
土が分散し，浸透水にのって下方へ移動し
たことの長年の結果と考えられる。 B2層
の液性限界と塑性限界は，それぞれ75%，
28%と測定されている九含水比は507g/kg
であり，液性限界よりは低く，塑性領域に
あった。
iv)細粒灰色器地土(自然干種地域，貝塚
線以北)と磯質灰色低地土(縄文中期
海岸線以北地域)
佐賀平現地域の自然干陸地域のうち貝塚
線以北の地域は湾海成沖積平野であり，背
後の山地や丘陵からの流出物の影響を多少
とも受けている。縄文中期海岸線以北の地
域は河成沖積平野であり，一般には粗粒紫
の問成堆積物を母材とする。細粒灰色低地
土(自然干陸地域，貝塚線以北)と醸質灰
色低地土(縄文中期海岸線以北地域)は，
拙粒灰色低地土(自然千陸地域，貝探線以
南)とは多少とも母材を異にしており，そ
のような母材の違いが，表2にみられるよ
うに，やや組い土性，やや小さい陽イオン
交換容量に現れている。際質灰色低地土で
は， 15-----33cmの深さの層は粧粒質で扇状
地堆種物的傾向を示し， 33-----47cmの深さ
の臆は黒ぽくを混じて，それより上位の層
よりも高い有機物合議と陽イオン交換容震
を示す。
縮粒灰色低地土(自然干陸地域，貝塚線
以北)と諜質灰色低地土(縄文中期海岸線
以北地域)の Ap麗の pHの大きさ，交換性
塩基組成，および有機物含量の大きさには，
縮粒灰色低地土(自然干陸地域，貝塚線以
南)との問で本質的な差異は認められず，
これら土壌での長年にわたる水田利用を反
挟している。
2-2，硫化物の酸化
有明海の浅海底堆積物には，表2には示
していないけれども，硫化物，特に黄鉄鉱
(パイライト， FeS2)が含まれている。
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Kannoら川は，白石平坦地域の浅海底堆積
物の硫黄化合物を分別定量し，硫酸境態
-S 1. 02g/kg，硫化物態-S O. 58g/kg，他
の硫黄化合物(専ら黄鉄鉱)態-S8.17g/
kgを得た。新期干拓地域の土壌のグライ
に対しでもほ段同じ大きさの値が測定され
た。!川i刊|崎1
新設されたクリ一クの下部底質土の全硫黄
含童を5.2-----7.7砲g/k王沼gと測定，その 9割以
上が可酸化性硫化物(主として黄鉄鉱)で
あり，過酸化水素処理後pHが3.3-----3.5に
下がったと述べている。吉費町立，白石平湿
地域の海底堆積物と土壌について，過酸化
水素で酸化される硫化物の量を測定し， S 
として表して，海底堆積物5.00g/kg，有明
干拓未耕地(千陸後 1年)1.09-----3.40g/ 
kg，有明干拓水田(耕作年数 1---5年)
0.18-----0.35g/kg，自然干陸地域水田(耕作
年数300-----500年)0.49-----0. 54g/kgの備を
報告している。海底堆積物に含まれる可酸
化性硫化物のかなりの部分が黄鉄鉱と考え
られ，その撃は干陸後の水田耕作を通して
急速に低下している。
黄鉄鉱は淡しんちゅう黄色の鉱物であり
(粉末では黒色)，内海性の海底堆積物中
で，有機物の供給，還元環境下，微生物の
関与のもと，確酸塩の還元と鉄との皮応に
よって形成される。JI崎11)は，筑後JlI下流有
明瀧沿岸一帯の新設クリーク底質土から分
離した試料中に，黄鉄鉱を内包するケイ藻
体を観察し，ケイ藻体内で微生物の作用に
より， Fe+2S→ Feらあるいは FeS十S→ 
FeS2の反応によってまず非品質のニ硫化
鉄が生成し，その後黄鉄鉱に結品化したの
ではないかと推測している。
海底堆積物が千陸して酸化環境にさらさ
れると，黄鉄鉱の駿化が起こり，硫酸が生
成し，いわゆる酸性硫酸塩土壌が発現す
る:FeS2十15/402十7/2H20→ Fe 
(OH) 3 +2H2S040黄鉄鉱の酸化反応は専ら
Thiobacillusや Ferrobacillus属のノてクテ
リアによって媒介されて進み，途中で形成
される鉄ミョウパン石(ジャロサイト，
KFe3 (S04) 2 (OH) 6)は，酸性硫酸塩土壌に
特徴的な淡黄色の斑紋を与える 1九酸性硫
酸塩土壌は，日本では有明海干拓地のほか，
中海や八郎潟干拓地などにもみられ，東南
アジアを流れる大河のデルタには広大な菌
積が報告されている山4):ベトナム Me-
kong de1ta 10000km2 ;タイ Bangkok
Plain 8000km2 ;西マレーシア1l00km2 ; 
東マレーシア Sarawak数千 km2 インド
ネシア Sumatoraと Kalimantan
20000km20 
佐賀平野東部で昭和50年代の前半，関場
整備後の水田で，水稲や大豆の生育障害，
甚だしい場合には枯死するという被害が出
た九被害地の土壌はいずれも強酸性を呈
し，菌場整備に伴うクリークの新設で深層
の土壌が作土躍に運び込まれた結果，含ま
れていた黄鉄鉱が酸化され，硫酸酸性に
なっていたことが判明した。クリークの掘
削は幹線排水路で深さ 3mにまで及び，千
代田町のクリーク新設予定地での 3mの深
さまでの土壌断臨調査では， 1. 0"-'2 .1mの
深さからグライ躍が出現した。グライ層の
湿潤土の pHは5.0以上で多くは 6台で
あったが，過酸化水素処理後はそれが3.0以
下に低下し(多くは2.5"-'2.0)，かつ5"-'12
g/kgの硫酸塩態-Sが検出され，酸性硫
酸境土壌の発現が予見された。そのため，
掘削土壌を!日クリークの埋立てに使用して
作土層への混入を避ける工法が採られ，も
し作土層へ混入して pHの母下がみられた
ならば，炭酸カルシウムを施用して酸度の
矯正が国られた。酸性硫酸塩土壌は筑後}1 
対岸の筑後平野富場整備跡地でも発生し，
硫酸酸性発現の判定基準として，過酸化水
素処理後の pHが4.0以下，可酸化性硫化物
2.0g S/kg以上が設定されている九
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